
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
提
出

質

問

第

八

号

郵
便
割
引
制
度
不
正
事
件
に
係
る
大
阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
主
任
検
事
の
証
拠
改
竄
等
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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郵
便
割
引
制
度
不
正
事
件
に
係
る
大
阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
主
任
検
事
の
証
拠
改
竄
等
に
関
す
る
質
問
主

意
書

障
害
者
団
体
等
を
対
象
と
し
た
低
料
金
の
第
三
種
郵
便
物
制
度
に
係
る
文
書
を
偽
造
し
、
実
態
の
な
い
自
称
障
害
者
団
体

「
凛
の
会
」
に
同
制
度
を
悪
用
さ
せ
た
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
上
村
勉
元
担
当
係
長
が
昨
年
逮
捕
さ
れ
た
。
右
の
事
件
に
絡

み
、
文
書
偽
造
を
上
村
元
係
長
に
指
示
し
た
と
し
て
、
昨
年
六
月
に
逮
捕
さ
れ
た
村
木
厚
子
元
同
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局

長
の
公
判
が
本
年
九
月
十
日
に
行
わ
れ
、
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
右
に
関
し
、
村
木
元
局
長
の
取
調
べ
を
担
当
し
て
い
た
大

阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
の
前
田
恒
彦
主
任
検
事
が
、
証
拠
と
し
て
押
収
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
改
竄
し
た
と
し

て
、
同
月
二
十
一
日
、
最
高
検
察
庁
に
逮
捕
さ
れ
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

大
阪
地
検
、
検
察
庁
と
し
て
、
前
田
容
疑
者
に
よ
る
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
改
竄
を
把
握
し
た
の
は
い
つ
か
、
そ
の
正

確
な
日
に
ち
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

大
阪
地
検
、
検
察
庁
に
お
い
て
、
前
田
容
疑
者
に
よ
る
改
竄
を
把
握
し
て
い
た
者
は
誰
か
、
そ
の
者
の
官
職
氏
名
を
全
て

挙
げ
ら
れ
た
い
。

三

最
高
検
は
、
朝
日
新
聞
に
よ
り
前
田
容
疑
者
の
改
竄
が
報
じ
ら
れ
た
二
十
一
日
以
前
に
、
既
に
右
の
事
案
を
把
握
し
て
い

一



た
と
承
知
す
る
が
、
二
十
一
日
に
急
遽
前
田
容
疑
者
の
逮
捕
に
踏
み
切
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

四

前
田
容
疑
者
逮
捕
後
、
最
高
検
に
お
い
て
チ
ー
ム
が
組
ま
れ
、
事
件
の
真
相
解
明
に
向
け
た
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承

知
す
る
が
、
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
者
は
誰
か
、
そ
の
官
職
氏
名
を
全
て
挙
げ
ら
れ
た
い
。

五

四
の
作
業
に
は
、
前
田
容
疑
者
に
と
っ
て
い
わ
ば
身
内
に
当
た
る
最
高
検
の
者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
、
例
え
ば
法

曹
資
格
を
有
す
る
民
間
弁
護
士
等
、
よ
り
公
平
、
公
正
な
立
場
に
あ
る
第
三
者
も
当
た
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
右

に
つ
き
、
柳
田
稔
法
務
大
臣
は
九
月
二
十
八
日
、
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、
検
察
当
局
に
最
高
検
の
検
証
チ
ー
ム
が
事
件
に

つ
い
て
の
最
終
報
告
を
ま
と
め
る
際
、
第
三
者
の
意
見
を
聴
く
よ
う
指
示
し
た
旨
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
人
選
に
つ
い

て
は
「
法
曹
関
係
者
や
他
の
分
野
の
有
識
者
、
学
者
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
高
検
の
判
断
に
任
せ
る
」
と
、
あ
く
ま
で
最
高

検
の
判
断
に
任
せ
る
旨
述
べ
、
更
に
「
（
郵
便
不
正
事
件
で
は
）
公
判
中
の
案
件
も
あ
り
、
記
録
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個

人
の
名
誉
に
か
か
わ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
の
で
、
最
終
段
階
で
意
見
を
聴
く
の
が
適
当
」
と
、
検
証
過
程
の
段
階
に
は
第
三

者
を
入
れ
ず
、
あ
く
ま
で
最
終
段
階
で
意
見
を
聴
く
に
留
め
る
旨
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
単
に
最
高
検
が
行
っ
た
作
業

を
事
後
的
に
把
握
す
る
の
み
で
あ
り
、
第
三
者
は
何
ら
実
質
的
な
検
証
作
業
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
ま
た
、
そ

の
人
選
が
最
高
検
に
一
任
さ
れ
る
な
ら
ば
、
最
高
検
に
と
っ
て
い
わ
ば
都
合
の
良
い
人
物
の
み
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
か

二



ね
ず
、
真
相
解
明
に
資
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
前
田
容
疑
者
に
よ
る
改
竄
は
、
一
検
察
官
の
犯
罪
の
み

に
留
ま
ら
ず
、
大
阪
地
検
特
捜
部
は
じ
め
、
検
察
庁
組
織
全
体
の
体
質
が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
秋
霜
烈

日
」
の
検
事
バ
ッ
ヂ
が
示
す
と
お
り
、
刑
罰
の
厳
正
や
志
操
の
堅
固
を
追
求
し
、
正
義
を
実
現
す
る
と
い
う
検
察
官
本
来
の

職
分
を
取
り
戻
し
、
検
察
庁
を
真
に
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
組
織
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
の
事
件
を
奇
貨
と

し
、
徹
底
的
に
膿
を
出
し
切
る
た
め
に
、
最
高
検
の
チ
ー
ム
の
中
に
、
柳
田
大
臣
自
ら
が
選
出
し
た
第
三
者
を
入
れ
、
徹
底

的
な
検
証
作
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

六

五
で
指
摘
し
た
様
に
、
柳
田
大
臣
が
第
三
者
の
人
選
並
び
に
検
証
作
業
へ
の
関
わ
り
方
を
最
高
検
に
丸
投
げ
す
る
こ
と

は
、
国
政
の
運
営
を
、
官
僚
主
導
・
官
僚
依
存
か
ら
政
治
主
導
・
国
民
主
導
へ
と
刷
新
し
、
国
民
の
審
判
を
受
け
た
政
治
家

が
各
府
省
の
運
営
に
名
実
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
新
た
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
た
民
主
党
政
権
本
来

の
方
針
に
反
し
、
柳
田
大
臣
が
何
ら
政
治
主
導
の
国
政
を
実
践
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


